
(57)【要約】

【課題】従来より、小型で、軽量で、冷却能力の高い電

子機器冷却装置を提供することができるようにする。

【解決手段】電子機器と、冷却部１１，１２とを備え、

電子機器は、冷却部１１，１２により冷却される電子機

器冷却装置において、ヒートパイプ１４が、電子機器と

冷却部１１，１２とに接触するように、配置されている

ことを特徴とする。

【選択図】　図１

JP 2004-71764 A 2004.3.4



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
電 子 機 器 と 、 冷 却 部 と を 備 え 、
前 記 電 子 機 器 は 、 前 記 冷 却 部 に よ り 冷 却 さ れ る 電 子 機 器 冷 却 装 置 に お い て 、
ヒ ー ト パ イ プ が 、 前 記 電 子 機 器 と 前 記 冷 却 部 と に 接 触 す る よ う に 、 配 置 さ れ て い る こ と を
特 徴 と す る 電 子 機 器 冷 却 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ 記 載 の 電 子 機 器 冷 却 装 置 に お い て 、
前 記 ヒ ー ト パ イ プ は 、 複 数 の 前 記 ヒ ー ト パ イ プ に 分 割 さ れ て お り 、 互 い が 接 触 す る よ う に
配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 電 子 機 器 冷 却 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 ２ 記 載 の 電 子 機 器 冷 却 装 置 に お い て 、
前 記 ヒ ー ト パ イ プ 同 士 の 接 触 部 に 、 一 方 の 熱 電 部 材 が 介 在 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 電
子 機 器 冷 却 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 電 子 機 器 冷 却 装 置 に お い て 、
前 記 ヒ ー ト パ イ プ と 前 記 冷 却 部 と の 間 に 、 他 方 の 熱 電 部 材 が 介 在 さ れ て い る こ と を 特 徴 と
す る 電 子 機 器 冷 却 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 ３ 記 載 の 電 子 機 器 冷 却 装 置 に お い て 、
前 記 ヒ ー ト パ イ プ と 前 記 冷 却 部 と の 間 に 、 他 方 の 熱 電 部 材 が 介 在 さ れ て い る こ と を 特 徴 と
す る 電 子 機 器 冷 却 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
請 求 項 ３ 記 載 の 電 子 機 器 冷 却 装 置 に お い て 、
前 記 電 子 機 器 の 温 度 を 検 出 す る 、 電 子 機 器 温 度 検 出 手 段 と 、 前 記 冷 却 部 内 の 流 体 の 温 度 と
、 流 量 と を 検 出 す る 、 流 体 温 度 検 出 手 段 と 、 流 体 流 量 検 出 手 段 と を 備 え 、
前 記 電 子 機 器 温 度 検 出 手 段 の 出 力 と 、 前 記 流 体 温 度 検 出 手 段 の 出 力 と 、 前 記 流 体 流 量 検 出
手 段 の 出 力 と に 基 づ い て 、 前 記 一 方 の 熱 電 部 材 に 印 加 す る 電 圧 を 制 御 す る 制 御 部 を 備 え て
い る こ と を 特 徴 と す る 電 子 機 器 冷 却 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
請 求 項 ４ 記 載 の 電 子 機 器 冷 却 装 置 に お い て 、
前 記 電 子 機 器 の 温 度 を 検 出 す る 、 電 子 機 器 温 度 検 出 手 段 と 、 前 記 冷 却 部 内 の 流 体 の 温 度 と
、 流 量 と を 検 出 す る 、 流 体 温 度 検 出 手 段 と 、 流 体 流 量 検 出 手 段 と を 備 え 、
前 記 電 子 機 器 温 度 検 出 手 段 の 出 力 と 、 前 記 流 体 温 度 検 出 手 段 の 出 力 と 、 前 記 流 体 流 量 検 出
手 段 の 出 力 と に 基 づ い て 、 前 記 他 方 の 熱 電 部 材 に 印 加 す る 電 圧 を 制 御 す る 制 御 部 を 備 え て
い る こ と を 特 徴 と す る 電 子 機 器 冷 却 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
請 求 項 ５ 記 載 の 電 子 機 器 冷 却 装 置 に お い て 、
前 記 電 子 機 器 の 温 度 を 検 出 す る 、 電 子 機 器 温 度 検 出 手 段 と 、 前 記 冷 却 部 内 の 流 体 の 温 度 と
、 流 量 と を 検 出 す る 、 流 体 温 度 検 出 手 段 と 、 流 体 流 量 検 出 手 段 と を 備 え 、
前 記 電 子 機 器 温 度 検 出 手 段 の 出 力 と 、 前 記 流 体 温 度 検 出 手 段 の 出 力 と 、 前 記 流 体 流 量 検 出
手 段 の 出 力 と に 基 づ い て 、 前 記 一 方 の 熱 電 部 材 と 前 記 他 方 の 熱 電 部 材 と に 印 加 す る 電 圧 を
制 御 す る 制 御 部 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 電 子 機 器 冷 却 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 航 空 機 用 の 電 子 機 器 冷 却 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
一 般 に 、 航 空 機 に は 、 外 部 と の 通 信 に 用 い ら れ る 通 信 装 置 、 航 空 機 の 運 行 に 用 い ら れ る 自
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動 操 縦 装 置 や 、 航 法 援 助 装 置 等 の 電 子 機 器 が 搭 載 さ れ て い る 。 こ れ ら 電 子 機 器 を 使 用 す る
際 に 発 生 す る 熱 を 放 置 す る と 、 電 子 機 器 が 熱 に よ り 誤 作 動 を 起 こ す 恐 れ が あ る た め 、 電 子
機 器 を 冷 却 す る た め の 、 電 子 機 器 冷 却 装 置 が 提 供 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
従 来 、 こ の 種 の 電 子 機 器 冷 却 装 置 ５ ０ と し て 図 ３ に 示 す も の が 知 ら れ て い る 。 こ の 図 に お
い て 電 子 機 器 冷 却 装 置 ５ ０ は 、 冷 却 源 ５ １ と 、 ダ ク ト ５ ２ と を 備 え 、 ダ ク ト ５ ２ に は 、 各
電 子 機 器 モ ジ ュ ー ル ５ ３ が 並 列 的 に 繋 が る よ う に 配 置 さ れ て い る 。 電 子 機 器 モ ジ ュ ー ル ５
３ は 、 機 体 の 電 子 機 器 室 ５ ４ ａ 、 ５ ４ ｂ に 配 置 さ れ て お り 、 ダ ク ト ５ ２ は 、 各 電 子 機 器 室
５ ４ ａ 、 ５ ４ ｂ ま で 配 置 さ れ て い る 。 ダ ク ト ５ ２ の 内 部 に は 、 各 電 子 機 器 モ ジ ュ ー ル ５ ３
に 必 要 な 流 量 の 冷 却 空 気 が 流 れ る よ う に 、 絞 り ５ ５ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
通 常 、 ダ ク ト ５ ２ は 、 空 気 で 冷 却 す る 場 合 に は 、 直 径 約 ２ ． ５ ｃ ｍ か ら 約 １ ２ ． ７ ｃ ｍ （
１ ｉ ｎ か ら ５ ｉ ｎ ） の 大 き さ の も の が 使 用 さ れ 、 液 体 で 冷 却 す る 場 合 に は 、 直 径 約 ２ ． ５
ｃ ｍ （ １ ｉ ｎ ） の 大 き さ の も の が 使 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
電 子 機 器 モ ジ ュ ー ル ５ ３ の 内 部 は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 電 子 機 器 モ ジ ュ ー ル ５ ３ の 両 側 に
、 熱 交 換 流 路 （ 図 示 さ れ て い な い ） が も う け ら れ 、 そ の 外 側 に 、 冷 却 空 気 流 路 ５ ６ が 設 け
ら れ て い る 。 冷 却 空 気 流 路 ５ ６ の 間 に は 、 電 子 部 品 が 備 え ら れ て い る 電 子 機 器 基 盤 ５ ７ が
挿 入 さ れ て い る 。 電 子 機 器 基 盤 ５ ７ の 内 部 発 熱 は 、 冷 却 空 気 流 路 ５ ６ 内 を 流 れ る 冷 却 空 気
へ 排 熱 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
上 記 に 述 べ た 、 電 子 機 器 冷 却 装 置 ５ ０ に お い て は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 冷 却 源 ５ １ で 冷 却
さ れ た 冷 却 空 気 は 、 ダ ク ト ５ ２ を 流 れ 、 絞 り ５ ５ に よ り 流 量 を 調 節 さ れ て 、 電 子 機 器 モ ジ
ュ ー ル ５ ３ の 冷 却 空 気 流 路 ５ ６ に 流 入 す る 。 冷 却 空 気 流 路 ５ ６ に 流 入 し た 冷 却 空 気 は 、 電
子 機 器 基 盤 ５ ７ の 電 子 部 品 か ら 発 生 す る 熱 を 奪 い 取 り 、 電 子 部 品 を 冷 却 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
と こ ろ で 、 上 記 に 述 べ た 、 電 子 機 器 冷 却 装 置 に お い て は 、 ダ ク ト を 全 て の 電 子 機 器 モ ジ ュ
ー ル に ま で 配 置 し な け れ ば な ら ず 、 さ ら に 、 ダ ク ト に は 、 各 電 子 機 器 モ ジ ュ ー ル が 並 列 的
に 繋 が れ て い る の で 、 ダ ク ト の 全 長 が さ ら に 長 く な る た め 、 ダ ク ト を 取 り 回 す た め の 容 積
が か さ み 、 ダ ク ト の 重 量 が 増 え る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
ま た 、 冷 却 空 気 を 、 全 て の 電 子 機 器 モ ジ ュ ー ル に 分 配 し な け れ ば な ら ず 、 分 配 す る と き に
は 必 ず 誤 差 が 生 じ る 。 誤 差 に よ り 減 少 し た 冷 却 空 気 の 流 量 で も 、 十 分 な 冷 却 能 力 を 確 保 す
る た め に 、 冷 却 空 気 を 余 分 に 流 し 、 冷 却 源 の 冷 却 能 力 を 大 き め に 設 定 す る 必 要 が あ る 。 そ
れ に よ り 、 冷 却 源 が 大 型 化 す る た め 、 容 積 が か さ み 、 重 量 が 増 え る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
さ ら に 、 飛 行 速 度 が 速 く な る と 、 例 え ば 超 音 速 領 域 に 達 す る と 、 空 力 過 熱 等 に よ り 、 冷 却
排 熱 先 の 温 度 が 上 昇 し て 、 電 子 部 品 の 温 度 と の 温 度 差 が 小 さ く な り 、 一 定 時 間 内 に 排 熱 で
き る 熱 量 が 少 な く な る 。 そ の た め 冷 却 源 の 熱 交 換 面 を 大 き く す る 等 し て 、 冷 却 能 力 を 大 き
く す る 必 要 が あ り 、 こ れ に よ り 、 冷 却 源 の 大 型 化 す る た め 、 容 積 が か さ み 、 重 量 が 増 え る
と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
こ の 発 明 は 、 こ の よ う な 事 情 を 考 慮 し て な さ れ た も の で 、 そ の 目 的 は 、 従 来 よ り 、 小 型 で
、 軽 量 で 、 冷 却 能 力 の 高 い 電 子 機 器 冷 却 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 の 電 子 機 器 冷 却 装 置 で は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 以 下 の 手 段 を 採 用 し た 。
請 求 項 １ に か か る 発 明 は 、 前 記 電 子 機 器 と 、 前 記 冷 却 部 と を 備 え 、 前 記 電 子 機 器 は 、 前 記
冷 却 部 に よ り 冷 却 さ れ る 電 子 機 器 冷 却 装 置 に お い て 、 前 記 ヒ ー ト パ イ プ が 、 前 記 電 子 機 器
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と 前 記 冷 却 部 と に 接 触 す る よ う に 、 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
こ の 発 明 に か か る 電 子 機 器 冷 却 装 置 に よ れ ば 、 前 記 ヒ ー ト パ イ プ が 、 前 記 電 子 機 器 と 前 記
冷 却 部 と の 間 に 配 置 さ れ て い る た め 、 前 記 冷 却 部 を 前 記 電 子 機 器 の と こ ろ ま で 取 り 回 す 必
要 が な く な り 、 前 記 冷 却 部 の 取 り 回 し 範 囲 を 狭 く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
請 求 項 ２ に か か る 発 明 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 電 子 機 器 冷 却 装 置 に お い て 、 前 記 ヒ ー ト パ イ プ
は 、 複 数 の 前 記 ヒ ー ト パ イ プ に 分 割 さ れ て お り 、 互 い が 接 触 す る よ う に 配 置 さ れ て い る こ
と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
こ の 発 明 に か か る 電 子 機 器 冷 却 装 置 に よ れ ば 、 前 記 ヒ ー ト パ イ プ の 長 さ を 、 機 体 の 整 備 ・
点 検 用 窓 の 大 き さ よ り 短 く で き る た め 、 整 備 ・ 点 検 用 窓 か ら 前 記 ヒ ー ト パ イ プ を 容 易 に 設
置 ・ 取 り 外 し す る こ と が で き 、 前 記 ヒ ー ト パ イ プ の 配 置 可 能 範 囲 が 広 が る 。 そ の 結 果 、 前
記 冷 却 部 の 取 り 回 し 範 囲 を 、 よ り 狭 く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
請 求 項 ３ に か か る 発 明 は 、 請 求 項 ２ 記 載 の 電 子 機 器 冷 却 装 置 に お い て 、 前 記 ヒ ー ト パ イ プ
同 士 の 接 触 部 に 、 前 記 一 方 の 熱 電 部 材 が 介 在 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
こ の 発 明 に か か る 電 子 機 器 冷 却 装 置 に よ れ ば 、 前 記 一 方 の 熱 電 部 材 が 、 各 前 記 ヒ ー ト パ イ
プ 同 士 の 接 触 部 に 介 在 さ れ て い る た め 、 前 記 一 方 の 熱 電 部 材 に 電 圧 を 印 加 す る こ と に よ り
、 前 記 一 方 の 熱 電 部 材 に 高 温 面 と 低 温 面 が 形 成 さ れ て 、 接 触 部 に 温 度 差 が 生 じ る 。 そ の 結
果 、 前 記 ヒ ー ト パ イ プ に お け る 熱 勾 配 が 大 き く な り 、 前 記 ヒ ー ト パ イ プ が 、 単 位 時 間 あ た
り に 輸 送 で き る 熱 量 を 増 や す こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
ま た 、 前 記 ヒ ー ト パ イ プ に お け る 熱 勾 配 を 大 き く で き る た め 、 高 Ｇ 環 境 下 で の 、 前 記 他 方
の ヒ ー ト パ イ プ の 単 位 時 間 あ た り に 輸 送 で き る 熱 量 低 下 を 補 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
請 求 項 ４ に か か る 発 明 は 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 電 子 機 器 冷 却 装 置 に お い て 、 前 記 ヒ
ー ト パ イ プ と 前 記 冷 却 部 と の 間 に 、 前 記 他 方 の 熱 電 部 材 が 介 在 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す
る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
こ の 発 明 に か か る 電 子 機 器 冷 却 装 置 に よ れ ば 、 前 記 他 方 の 熱 電 部 材 が 、 前 記 ヒ ー ト パ イ プ
と 前 記 冷 却 部 と の 間 に 介 在 さ れ て い る た め 、 前 記 他 方 の 熱 電 部 材 に 電 圧 を 印 加 す る こ と に
よ り 、 前 記 他 方 の 熱 電 部 材 に 高 温 面 と 低 温 面 が 形 成 さ れ て 、 前 記 ヒ ー ト パ イ プ と 前 記 冷 却
部 と の 温 度 差 を 大 き く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
そ の 結 果 、 前 記 冷 却 部 内 の 流 体 の 温 度 ・ 流 量 に 関 係 な く 、 前 記 冷 却 部 に 任 意 の 熱 量 を 捨 て
る こ と が で き る た め 、 前 記 冷 却 部 に 求 め ら れ る 冷 却 能 力 を 抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
ま た 、 前 記 冷 却 部 内 の 流 体 の 温 度 ・ 流 量 に 関 係 な く 、 前 記 冷 却 部 に 任 意 の 熱 量 を 捨 て る こ
と の が で き る た め 、 前 記 冷 却 部 に 、 前 記 他 方 の ヒ ー ト パ イ プ を 直 列 的 に 配 置 に す る こ と が
で き る
【 ０ ０ ２ ２ 】
請 求 項 ５ に か か る 発 明 は 、 請 求 項 ３ 記 載 の 電 子 機 器 冷 却 装 置 に お い て 、 前 記 ヒ ー ト パ イ プ
と 前 記 冷 却 部 と の 間 に 、 他 方 の 熱 電 部 材 が 介 在 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
こ の 発 明 に か か る 電 子 機 器 冷 却 装 置 に よ れ ば 、 前 記 一 方 の 熱 電 部 材 が 、 各 前 記 ヒ ー ト パ イ
プ 同 士 の 接 触 部 に 介 在 さ れ て い る た め 、 前 記 ヒ ー ト パ イ プ が 、 単 位 時 間 あ た り に 輸 送 で き
る 熱 量 を 増 や す こ と が で き 、 同 時 に 、 前 記 他 方 の 熱 電 部 材 が 、 前 記 ヒ ー ト パ イ プ と 前 記 冷
却 部 と の 間 に 介 在 さ れ て い る た め 、 前 記 冷 却 部 内 の 流 体 の 温 度 ・ 流 量 に 関 係 な く 、 前 記 冷
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却 部 に 任 意 の 熱 量 を 素 早 く 捨 て る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 前 記 冷 却 部 に 求 め ら れ る 冷
却 能 力 を よ り 抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
請 求 項 ６ に か か る 発 明 は 、 請 求 項 ３ 記 載 の 電 子 機 器 冷 却 装 置 に お い て 、 前 記 電 子 機 器 の 温
度 を 検 出 す る 、 前 記 電 子 機 器 温 度 検 出 手 段 と 、 前 記 冷 却 部 内 の 流 体 の 温 度 と 、 流 量 と を 検
出 す る 、 前 記 流 体 温 度 検 出 手 段 と 、 前 記 流 体 流 量 検 出 手 段 と を 備 え 、 前 記 電 子 機 器 温 度 検
出 手 段 の 出 力 と 、 前 記 流 体 温 度 検 出 手 段 の 出 力 と 、 前 記 流 体 流 量 検 出 手 段 の 出 力 と に 基 づ
い て 、 前 記 一 方 の 熱 電 部 材 に 印 加 す る 電 圧 を 制 御 す る 前 記 制 御 部 を 備 え て い る こ と を 特 徴
と す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
こ の 発 明 に か か る 電 子 機 器 冷 却 装 置 に よ れ ば 、 前 記 電 子 機 器 の 温 度 と 、 前 記 冷 却 部 内 の 流
体 の 温 度 と 、 流 量 に 応 じ て 、 前 記 一 方 の 熱 電 部 材 に 印 加 す る 電 圧 を 制 御 し て 、 前 記 一 方 の
熱 電 部 材 に 形 成 さ れ る 高 温 面 と 低 温 面 と の 温 度 差 を 制 御 す る こ と に よ り 、 各 前 記 ヒ ー ト パ
イ プ 同 士 の 接 触 部 の 温 度 差 を 制 御 で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
そ の 結 果 、 前 記 ヒ ー ト パ イ プ の 熱 勾 配 の 大 き さ を 制 御 す る こ と が で き 、 前 記 ヒ ー ト パ イ プ
が 、 単 位 時 間 あ た り に 輸 送 で き る 熱 量 を 制 御 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
ま た 、 前 記 ヒ ー ト パ イ プ の 熱 勾 配 の 大 き さ を 制 御 す る こ と が で き る た め 、 高 Ｇ 環 境 下 で の
、 前 記 ヒ ー ト パ イ プ の 単 位 時 間 あ た り に 輸 送 で き る 熱 量 低 下 に あ わ せ て 、 前 記 ヒ ー ト パ イ
プ の 熱 勾 配 の 大 き さ を 制 御 し て 、 前 記 ヒ ー ト パ イ プ の 熱 輸 送 能 力 低 下 を 打 ち 消 す こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
請 求 項 ７ に か か る 発 明 は 、 請 求 項 ４ 記 載 の 電 子 機 器 冷 却 装 置 に お い て 、 前 記 電 子 機 器 の 温
度 を 検 出 す る 、 前 記 電 子 機 器 温 度 検 出 手 段 と 、 前 記 冷 却 部 内 の 流 体 の 温 度 と 、 流 量 と を 検
出 す る 、 前 記 流 体 温 度 検 出 手 段 と 、 前 記 流 体 流 量 検 出 手 段 と を 備 え 、 前 記 電 子 機 器 温 度 検
出 手 段 の 出 力 と 、 前 記 流 体 温 度 検 出 手 段 の 出 力 と 、 前 記 流 体 流 量 検 出 手 段 の 出 力 と に 基 づ
い て 、 前 記 他 方 の 熱 電 部 材 に 印 加 す る 電 圧 を 制 御 す る 前 記 制 御 部 を 備 え て い る こ と を 特 徴
と す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
こ の 発 明 に か か る 電 子 機 器 冷 却 装 置 に よ れ ば 、 前 記 電 子 機 器 の 温 度 と 、 前 記 冷 却 部 内 の 流
体 の 温 度 と 、 流 量 に 応 じ て 、 前 記 一 方 の 熱 電 部 材 に 印 加 す る 電 圧 を 制 御 し て 、 前 記 他 方 の
熱 電 部 材 に 形 成 さ れ る 高 温 面 と 低 温 面 と の 温 度 差 を 制 御 す る こ と に よ り 、 前 記 ヒ ー ト パ イ
プ と 前 記 冷 却 部 と の 間 の 温 度 差 を 制 御 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
そ の 結 果 、 前 記 冷 却 部 内 の 流 体 の 温 度 、 流 量 に 関 係 な く 、 前 記 冷 却 部 に 捨 て る こ と の で き
る 熱 量 を 制 御 す る こ と が で き る た め 、 前 記 冷 却 部 に 求 め ら れ る 冷 却 能 力 を 最 小 限 に 抑 え る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
ま た 、 前 記 冷 却 部 内 の 流 体 の 温 度 、 流 量 に 関 係 な く 、 前 記 冷 却 部 に 捨 て る こ と の で き る 熱
量 を 制 御 す る こ と が で き る た め 、 前 記 冷 却 部 に 前 記 ヒ ー ト パ イ プ を 直 列 的 に 配 置 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
請 求 項 ８ に か か る 発 明 は 、 請 求 項 ５ 記 載 の 電 子 機 器 冷 却 装 置 に お い て 、 前 記 電 子 機 器 の 温
度 を 検 出 す る 、 前 記 電 子 機 器 温 度 検 出 手 段 と 、 前 記 冷 却 部 内 の 流 体 の 温 度 と 、 流 量 と を 検
出 す る 、 前 記 流 体 温 度 検 出 手 段 と 、 前 記 流 体 流 量 検 出 手 段 と を 備 え 、 前 記 電 子 機 器 温 度 検
出 手 段 の 出 力 と 、 前 記 流 体 温 度 検 出 手 段 の 出 力 と 、 前 記 流 体 流 量 検 出 手 段 の 出 力 と に 基 づ
い て 、 前 記 一 方 の 熱 電 部 材 と 前 記 他 方 の 熱 電 部 材 と に 印 加 す る 電 圧 を 制 御 す る 前 記 制 御 部
を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
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こ の 発 明 に か か る 電 子 機 器 冷 却 装 置 に よ れ ば 、 前 記 電 子 機 器 の 温 度 と 、 前 記 冷 却 部 内 の 流
体 の 温 度 と 、 流 量 に 応 じ て 、 前 記 一 方 の 熱 電 部 材 お よ び 前 記 他 方 の 熱 電 部 材 に 印 加 す る 電
圧 を 制 御 し て 、 前 記 一 方 の 熱 電 部 材 お よ び 前 記 他 方 の 熱 電 部 材 に 形 成 さ れ る 高 温 面 と 低 温
面 と の 温 度 差 を 制 御 す る こ と に よ り 、 前 記 ヒ ー ト パ イ プ 同 士 の 間 の 温 度 差 と 、 前 記 ヒ ー ト
パ イ プ と 前 記 冷 却 部 と の 間 の 温 度 差 と を 制 御 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
そ の 結 果 、 前 記 ヒ ー ト パ イ プ が 、 単 位 時 間 あ た り に 輸 送 で き る 熱 量 を 制 御 す る こ と が で き
、 ま た 、 前 記 冷 却 部 内 の 流 体 の 温 度 、 流 量 に 関 係 な く 、 前 記 冷 却 部 に 捨 て る こ と の で き る
熱 量 を 制 御 す る こ と が で き る た め 、 前 記 冷 却 部 に 求 め ら れ る 冷 却 能 力 を 最 小 限 に 抑 え る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 図 面 を 参 照 し 、 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 図 １ は こ の 発 明 の 第 １ の
実 施 形 態 を 示 す 図 で あ る 。
図 １ に お い て 電 子 機 器 冷 却 装 置 １ ０ は 、 冷 却 源 （ 冷 却 部 ） １ １ と 、 ダ ク ト （ 冷 却 部 ） １ ２
と 、 電 子 機 器 モ ジ ュ ー ル １ ３ と 、 ヒ ー ト パ イ プ １ ４ と 、 第 一 の 熱 電 素 子 （ 一 方 の 熱 電 素 子
） １ ５ と 、 第 二 の 熱 電 素 子 （ 他 方 の 熱 電 素 子 ） １ ６ と を 主 な 構 成 要 素 と し て 備 え て い る 。
電 子 機 器 モ ジ ュ ー ル １ ３ は 、 航 空 機 内 の そ れ ぞ れ の 電 子 機 器 室 １ ７ ａ 、 １ ７ ｂ に 備 え ら れ
て お り 、 電 子 機 器 モ ジ ュ ー ル １ ３ と ヒ ー ト パ イ プ １ ４ と は 、 熱 伝 達 可 能 に 接 続 さ れ 、 ヒ ー
ト パ イ プ １ ４ 同 士 は 、 第 一 の 熱 電 素 子 １ ５ を 介 し て 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 ヒ ー ト パ イ プ
１ ４ の 長 さ は 、 電 子 機 器 室 １ ７ ａ 、 １ ７ ｂ の 整 備 ・ 点 検 用 窓 の 大 き さ よ り も 短 く さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
ヒ ー ト パ イ プ １ ４ と ダ ク ト １ ２ と は 、 第 二 の 熱 電 素 子 １ ６ を 介 し て 接 続 さ れ て お り 、 第 二
の 熱 電 素 子 １ ６ に は 、 ダ ク ト １ ２ の 内 部 に 向 け て 第 一 の フ ィ ン １ ８ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
ヒ ー ト パ イ プ １ ４ は 、 熱 伝 達 促 進 手 段 の 一 つ と し て 公 知 の も の で あ り 、 密 閉 さ れ た 管 内 を
作 動 流 体 が 相 変 化 し な が ら 循 環 し 熱 を 輸 送 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
電 子 機 器 モ ジ ュ ー ル １ ３ 内 部 に は 、 電 子 機 器 の 温 度 を 検 知 す る 電 子 機 器 温 度 セ ン サ （ 電 子
機 器 温 度 検 出 手 段 ） １ ９ が 設 け ら れ 、 ダ ク ト １ ２ に は 、 ダ ク ト １ ２ 内 を 流 れ る 冷 却 空 気 の
流 量 を 検 知 す る 冷 却 空 気 流 量 セ ン サ （ 流 体 流 量 検 出 手 段 ） ２ ０ が 設 け ら れ 、 第 二 の 熱 電 素
子 １ ６ の 近 く に 冷 却 空 気 の 温 度 を 検 知 す る 冷 却 空 気 温 度 セ ン サ （ 流 体 温 度 検 出 手 段 ） ２ １
が 設 け ら れ て い る 。 そ し て 、 こ れ ら セ ン サ か ら の 出 力 に 基 づ い て 、 第 一 の 熱 電 素 子 １ ５ と
第 二 の 熱 電 素 子 １ ６ と に 加 え る 印 加 電 圧 を 制 御 す る 、 制 御 部 ２ ２ が 備 え ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
上 記 の 構 成 か ら な る 電 子 機 器 冷 却 装 置 １ ０ に お い て は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 　 電 子 機 器 で
発 生 し た 熱 は 、 ヒ ー ト パ イ プ １ ４ に 伝 わ り 、 ヒ ー ト パ イ プ １ ４ 内 の 作 動 流 体 が 熱 を 受 け 取
り 気 化 す る 。 気 化 し た 作 動 流 体 は 、 ヒ ー ト パ イ プ １ ４ 内 を 移 動 し て 、 第 一 の 熱 電 素 子 １ ５
の 冷 却 面 １ ５ ａ と の 接 触 部 で 、 放 熱 し 液 化 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
第 一 の 熱 電 素 子 １ ５ の 冷 却 面 １ ５ ａ に 放 出 さ れ た 熱 は 、 第 一 の 熱 電 素 子 １ ５ の 加 熱 面 １ ５
ｂ に 移 動 し 、 ヒ ー ト パ イ プ １ ４ に 伝 わ り 、 第 二 の 熱 電 素 子 １ ６ の 冷 却 面 １ ６ ａ に 放 熱 さ れ
る 。 そ し て 、 第 二 の 熱 電 素 子 １ ６ の 加 熱 面 １ ６ ｂ に 設 け ら れ て い る 第 一 の フ ィ ン １ ８ か ら
、 ダ ク ト １ ２ 内 を 流 れ る 冷 却 空 気 に 排 熱 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
第 一 の 熱 電 素 子 １ ５ と 第 二 の 熱 電 素 子 １ ６ と に は 、 制 御 部 ２ ２ に よ り 制 御 さ れ る 電 圧 が 印
加 さ れ 、 こ の 電 圧 制 御 に よ り 、 冷 却 面 １ ５ ａ 、 １ ６ ａ 、 加 熱 面 １ ５ ｂ 、 １ ６ ｂ の 温 度 制 御
を す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
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制 御 部 ２ ２ は 、 電 子 機 器 温 度 セ ン サ １ ９ か ら の 情 報 に 基 づ き 、 電 子 機 器 モ ジ ュ ー ル １ ３ か
ら 放 出 す べ き 熱 量 を 決 定 し 、 冷 却 空 気 流 量 セ ン サ ２ ０ と 冷 却 空 気 温 度 セ ン サ ２ １ と か ら の
情 報 と 、 放 出 す べ き 熱 量 と か ら 、 第 一 の 熱 電 素 子 １ ５ に 加 え る 印 加 電 圧 と 第 二 の 熱 電 素 子
１ ６ に 加 え る 印 加 電 圧 を 決 定 し 、 そ れ ぞ れ の 印 加 電 圧 を 、 そ れ ぞ れ の 熱 電 素 子 に 加 え る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 　 整 備 ・ 点 検 用 窓 の 大 き さ よ り 、 長 さ の 短 い 複 数 の ヒ ー ト パ イ プ １
４ を 接 続 す る た め 、 電 子 機 器 室 １ ７ ａ 、 １ ７ ｂ の 整 備 ・ 点 検 用 窓 か ら 、 ヒ ー ト パ イ プ １ ４
を 容 易 に 設 置 ・ 取 り 外 し す る こ と が で き る た め 、 ヒ ー ト パ イ プ １ ４ を 、 電 子 機 器 室 １ ７ ａ
、 １ ７ ｂ の 壁 を 越 え て 設 置 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
こ の た め 、 ダ ク ト １ ２ の 取 り 回 し 範 囲 を 狭 く す る こ と が で き 、 取 り 回 し 範 囲 が 狭 く な っ た
分 だ け 、 ダ ク ト １ ２ の 容 積 を 小 さ く で き 、 重 量 を 軽 く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
ま た 、 ヒ ー ト パ イ プ １ ４ の 接 続 部 に 、 第 一 の 熱 電 素 子 １ ５ を 介 在 さ せ て い る た め 、 第 一 の
熱 電 素 子 １ ５ に 電 圧 を 印 加 し て ヒ ー ト パ イ プ １ ４ 両 端 の 温 度 差 を 大 き く す る こ と が で き る
。 こ れ に よ り 、 ヒ ー ト パ イ プ １ ４ の 熱 輸 送 能 力 を 高 く す る こ と が で き 、 さ ら に 、 高 Ｇ 環 境
下 で 、 ヒ ー ト パ イ プ １ ４ 内 の 作 動 流 体 の 循 環 が 悪 く な っ て 起 き る 、 輸 送 能 力 低 下 を 補 う と
い う 、 高 い 冷 却 能 力 を 発 揮 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
さ ら に 、 ヒ ー ト パ イ プ １ ４ と 冷 却 空 気 の 間 に 第 二 の 熱 電 素 子 １ ６ を 介 在 さ せ て い る た め 、
第 二 の 熱 電 素 子 １ ６ に 電 圧 を 印 加 し て 、 冷 却 空 気 と 第 二 の 熱 電 素 子 １ ６ と の 温 度 差 を 大 き
く す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 冷 却 空 気 の 温 度 が 上 昇 し て も 、 か つ ・ ま た は 冷 却 空 気
の 流 量 が 減 少 し て も 、 冷 却 空 気 へ の 排 熱 量 を 確 保 す る こ と が で き る た め 、 各 電 子 機 器 モ ジ
ュ ー ル １ ３ の 排 熱 先 を 、 ダ ク ト １ ２ に 直 列 配 置 で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
そ の た め 、 ダ ク ト １ ２ の 取 り 回 し 範 囲 を さ ら に 狭 く す る こ と が で き 、 取 り 回 し 範 囲 が さ ら
に 狭 く な っ た 分 だ け 、 ダ ク ト １ ２ の 容 積 を さ ら に 小 さ く で き 、 重 量 を さ ら に 軽 く す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
ま た 、 冷 却 空 気 の 温 度 が 上 昇 し て も 、 か つ ・ ま た は 冷 却 空 気 の 流 量 が 減 少 し て も 、 冷 却 空
気 へ の 排 熱 量 を 確 保 す る こ と が で き る た め 、 冷 却 源 １ １ に 求 め ら れ る 冷 却 能 力 を 抑 え る こ
と が で き る 。 こ れ に よ り 、 冷 却 源 １ １ を 小 型 化 ・ 軽 量 化 す る こ と が で き 、 例 え ば 、 機 外 空
気 を 冷 却 源 １ １ と し て い る 場 合 に は 、 機 外 空 気 の 取 り 込 み 量 を 減 ら せ 、 空 気 抵 抗 を 減 ら す
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
さ ら に 、 制 御 部 ２ ２ は 、 電 子 機 器 温 度 セ ン サ １ ９ の 情 報 か ら 放 出 す べ き 熱 量 を 決 定 し 、 冷
却 空 気 の 温 度 と 流 量 と か ら 、 第 一 の 熱 電 素 子 １ ５ と 第 二 の 熱 電 素 子 １ ６ と に 印 加 す る 、 最
適 な 電 圧 を 決 定 し て い る た め 、 必 要 最 小 限 の 消 費 電 力 と 冷 却 源 １ １ の 能 力 で 、 高 い 冷 却 能
力 を 発 揮 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
図 ２ は 、 こ の 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 を 示 す 図 で あ る 。 図 ２ に お い て 、 電 子 機 器 冷 却 装 置 ３
０ の 基 本 構 成 は 、 図 １ に 示 す も の と 同 様 で あ り 、 同 一 構 成 要 素 に は 同 一 符 号 を 付 し 、 そ の
説 明 を 省 略 す る 。 図 ２ に お い て 、 ヒ ー ト パ イ プ １ ４ と 冷 却 空 気 と の 接 触 面 に は 、 第 二 の フ
ィ ン ３ １ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
上 記 の 構 成 に よ る 、 電 子 機 器 冷 却 装 置 ３ ０ に お い て は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 電 子 機 器 で 発
生 し た 熱 は 、 ヒ ー ト パ イ プ １ ４ に 伝 わ り 、 ヒ ー ト パ イ プ １ ４ 内 の 作 動 流 体 が 熱 を 受 け 取 り
気 化 す る 。 気 化 し た 作 動 流 体 は 、 ヒ ー ト パ イ プ １ ４ 内 を 移 動 し て 、 第 一 の 熱 電 素 子 １ ５ の
冷 却 面 １ ５ ａ と の 接 触 部 で 、 放 熱 し 液 化 す る 。 第 一 の 熱 電 素 子 １ ５ の 冷 却 面 １ ５ ａ に 放 出
さ れ た 熱 は 、 第 一 の 熱 電 素 子 １ ５ の 加 熱 面 １ ５ ｂ に 移 動 し 、 ヒ ー ト パ イ プ １ ４ に 伝 わ り 、
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第 二 の フ ィ ン ３ １ か ら ダ ク ト １ ２ 内 を 流 れ る 冷 却 空 気 に 排 熱 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
第 一 の 熱 電 素 子 １ ５ に は 、 制 御 部 ２ ２ に よ り 制 御 さ れ る 電 圧 が 印 加 さ れ 、 こ の 電 圧 制 御 に
よ り 、 冷 却 面 １ ５ ａ 、 加 熱 面 １ ５ ｂ の 温 度 制 御 を す る こ と が で き る 。 制 御 部 ２ ２ は 、 電 子
機 器 温 度 セ ン サ １ ９ か ら の 情 報 に 基 づ き 、 電 子 機 器 モ ジ ュ ー ル １ ３ か ら 放 出 す べ き 熱 量 を
決 定 し 、 冷 却 空 気 流 量 セ ン サ ２ ０ と 冷 却 空 気 温 度 セ ン サ ２ １ と か ら の 情 報 と 、 放 出 す べ き
熱 量 と か ら 、 第 一 の 熱 電 素 子 １ ５ に 加 え る 印 加 電 圧 を 決 定 し 、 そ の 印 加 電 圧 を 、 第 一 の 熱
電 素 子 １ ５ に 加 え る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 　 　 　 長 さ の 短 い 複 数 の ヒ ー ト パ イ プ １ ４ を 接 続 す る た め 、 電 子 機
器 室 １ ７ ａ 、 １ ７ ｂ の 整 備 ・ 点 検 用 窓 か ら 、 ヒ ー ト パ イ プ １ ４ を 容 易 に 設 置 ・ 取 り 外 し す
る こ と が で き る た め 、 ヒ ー ト パ イ プ １ ４ を 、 電 子 機 器 室 １ ７ ａ 、 １ ７ ｂ の 壁 を 越 え て 設 置
す る こ と が で き る 。 こ の た め 、 ダ ク ト １ ２ の 取 り 回 し 範 囲 を 狭 く す る こ と が で き 、 取 り 回
し 範 囲 が 狭 く な っ た 分 だ け 、 ダ ク ト １ ２ の 容 積 を 小 さ く で き 、 重 量 を 軽 く す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
ま た 、 ヒ ー ト パ イ プ １ ４ の 接 続 部 に 、 第 一 の 熱 電 素 子 １ ５ を 介 在 さ せ て い る た め 、 第 一 の
熱 電 素 子 １ ５ に 電 圧 を 印 加 し て ヒ ー ト パ イ プ １ ４ 両 端 の 温 度 差 を 大 き く す る こ と が で き る
。 こ れ に よ り 、 ヒ ー ト パ イ プ １ ４ の 熱 輸 送 能 力 を 高 く す る こ と が で き 、 さ ら に 、 高 Ｇ 環 境
下 で 、 ヒ ー ト パ イ プ １ ４ 内 の 作 動 流 体 の 循 環 が 悪 く な っ て 起 き る 、 輸 送 能 力 低 下 を 補 う と
い う 、 高 い 冷 却 能 力 を 発 揮 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
さ ら に 、 制 御 部 ２ ２ は 、 電 子 機 器 温 度 セ ン サ １ ９ の 情 報 か ら 放 出 す べ き 熱 量 を 決 定 し 、 冷
却 空 気 の 温 度 と 流 量 と か ら 、 第 一 の 熱 電 素 子 １ ５ に 印 加 す る 、 最 適 な 電 圧 を 決 定 し て い る
た め 、 必 要 最 小 限 の 消 費 電 力 と 冷 却 源 １ １ の 能 力 で 、 高 い 冷 却 能 力 を 発 揮 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
な お 、 上 記 の 実 施 の 形 態 に お い て は 、 ヒ ー ト パ イ プ 同 士 の 接 合 面 に 熱 電 素 子 を 介 在 さ せ た
も の に 適 応 し て 説 明 し た が 、 こ の ヒ ー ト パ イ プ 同 士 の 接 合 面 に 熱 電 素 子 を 介 在 さ せ た も の
に 限 ら れ る こ と な く 、 ヒ ー ト パ イ プ 同 士 の 接 合 面 に 熱 電 素 子 を 介 在 さ せ な い も の に 適 応 す
る こ と が で き る も の で あ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
ま た 、 上 記 の 実 施 の 形 態 に お い て は 、 冷 却 空 気 の 流 量 の 検 知 に 冷 却 空 気 流 量 セ ン サ を 用 い
た も の に 適 応 し て 説 明 し た が 、 こ の 冷 却 空 気 の 流 量 の 検 知 に 冷 却 空 気 流 量 セ ン サ を 用 い た
も の に 限 ら れ る こ と な く 、 冷 却 空 気 の 圧 力 を 検 知 し て 、 検 知 し た 圧 力 か ら 冷 却 空 気 の 流 量
を 推 定 す る も の 等 、 そ の 他 の 方 法 に 適 応 す る こ と が で き る も の で あ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 請 求 項 １ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 前 記 冷 却 部 の 取 り 回 し 範 囲 を 狭 く す
る こ と が で き る た め 、 取 り 回 し 範 囲 が 小 さ く な っ た 分 だ け 、 前 記 冷 却 部 の 容 積 を 小 さ く で
き 、 重 量 を 軽 く で き る と い う 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
請 求 項 ２ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 前 記 ヒ ー ト パ イ プ の 配 置 可 能 範 囲 が 広 が り 、 そ の 分 だ け 、
前 記 冷 却 部 の 取 り 回 し 範 囲 を さ ら に 狭 く す る こ と が で き 、 取 り 回 し 範 囲 が さ ら に 小 さ く な
っ た 分 だ け 、 前 記 冷 却 部 の 容 積 を さ ら に 小 さ く で き 、 重 量 を さ ら に 軽 く で き る と い う 効 果
を 奏 す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
請 求 項 ３ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 前 記 ヒ ー ト パ イ プ の 熱 勾 配 が 大 き く な り 、 前 記 ヒ ー ト パ イ
プ が 、 単 位 時 間 あ た り に 輸 送 で き る 熱 量 を 増 や せ て 、 高 い 冷 却 能 力 を 発 揮 で き る と い う 効
果 を 奏 す る 。
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【 ０ ０ ６ １ 】
ま た 、 前 記 ヒ ー ト パ イ プ の 熱 勾 配 を 大 き く で き 、 高 Ｇ 環 境 下 で の 、 前 記 ヒ ー ト パ イ プ の 熱
輸 送 能 力 低 下 を 補 え る 、 高 い 冷 却 能 力 を 発 揮 で き る と い う 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
請 求 項 ４ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 前 記 冷 却 部 内 の 流 体 の 温 度 ・ 流 量 に 関 係 な く 、 前 記 冷 却 部
に 任 意 の 熱 量 を 捨 て る こ と の が で き る た め 、 前 記 冷 却 部 に 求 め ら れ る 冷 却 能 力 を 抑 え る こ
と が で き 、 前 記 冷 却 部 の 小 型 化 、 軽 量 化 す る こ と が で き る と い う 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
ま た 、 前 記 冷 却 部 内 の 流 体 の 温 度 ・ 流 量 に 関 係 な く 、 前 記 冷 却 部 に 任 意 の 熱 量 を 捨 て る こ
と の が で き る た め 、 前 記 冷 却 部 に 、 前 記 ヒ ー ト パ イ プ を 直 列 的 に 配 置 に す る こ と が で き 、
前 記 冷 却 部 の 流 路 長 さ を 、 さ ら に 短 く で き て 、 短 く で き た 分 だ け 小 型 化 、 軽 量 化 す る こ と
が で き る と い う 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
請 求 項 ５ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 前 記 ヒ ー ト パ イ プ が 、 単 位 時 間 あ た り に 輸 送 で き る 熱 量 を
増 や す こ と が で き 、 同 時 に 、 前 記 冷 却 部 内 の 流 体 の 温 度 ・ 流 量 に 関 係 な く 、 前 記 冷 却 部 に
任 意 の 熱 量 を 捨 て る こ と の が で き る た め 、 前 記 冷 却 部 に 求 め ら れ る 冷 却 能 力 を よ り 抑 え る
こ と が で き 、 前 記 冷 却 部 の 小 型 化 、 軽 量 化 す る こ と が で き る と い う 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
請 求 項 ６ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 前 記 ヒ ー ト パ イ プ の 熱 勾 配 の 大 き さ を 制 御 す る こ と が で き
、 前 記 ヒ ー ト パ イ プ が 、 単 位 時 間 あ た り に 輸 送 で き る 熱 量 を 制 御 で き る と い う 、 高 い 冷 却
能 力 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
ま た 、 前 記 ヒ ー ト パ イ プ の 熱 勾 配 の 大 き さ を 制 御 す る こ と が で き る た め 、 高 Ｇ 環 境 下 で の
、 前 記 他 方 の ヒ ー ト パ イ プ の 熱 輸 送 能 力 低 下 に あ わ せ て 、 前 記 ヒ ー ト パ イ プ の 熱 勾 配 の 大
き さ を 制 御 し て 、 前 記 ヒ ー ト パ イ プ の 熱 輸 送 能 力 低 下 を 打 ち 消 す こ と が で き る と い う 、 高
い 冷 却 能 力 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
請 求 項 ７ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 前 記 冷 却 部 内 の 流 体 の 温 度 、 流 量 に 関 係 な く 、 前 記 冷 却 部
に 捨 て る こ と の で き る 熱 量 を 制 御 す る こ と が で き る た め 、 前 記 冷 却 部 に 求 め ら れ る 冷 却 能
力 を 最 小 限 に 抑 え る こ と が で き 、 前 記 冷 却 部 の 小 型 化 、 軽 量 化 す る こ と が で き る と い う 効
果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
ま た 、 前 記 冷 却 部 内 の 流 体 の 温 度 、 流 量 に 関 係 な く 、 前 記 冷 却 部 に 捨 て る こ と の で き る 熱
量 を 制 御 す る こ と が で き る た め 、 前 記 冷 却 部 に 、 前 記 ヒ ー ト パ イ プ を 直 列 的 に 配 置 す る こ
と が で き 、 前 記 冷 却 部 の 流 路 長 さ を 、 さ ら に 短 く で き て 、 短 く で き た 分 だ け 小 型 化 、 軽 量
化 す る こ と が で き る と い う 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
請 求 項 ８ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 前 記 ヒ ー ト パ イ プ の 熱 勾 配 の 大 き さ を 制 御 す る こ と が で き
、 同 時 に 、 前 記 冷 却 部 内 の 流 体 の 温 度 、 流 量 に 関 係 な く 、 前 記 冷 却 部 に 捨 て る こ と の で き
る 熱 量 を 制 御 す る こ と が で き る た め 、 前 記 冷 却 部 に 求 め ら れ る 冷 却 能 力 を 最 小 限 に 抑 え る
こ と が で き 、 前 記 冷 却 部 の 小 型 化 、 軽 量 化 す る こ と が で き る と い う 効 果 を 奏 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る 電 子 機 器 冷 却 装 置 の 一 実 施 形 態 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に よ る 電 子 機 器 冷 却 装 置 の 別 の 実 施 形 態 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 従 来 の 電 子 機 器 冷 却 装 置 の 例 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 従 来 の 電 子 機 器 冷 却 装 置 の 例 を 示 す 要 部 拡 大 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ 、 ３ ０ 　 電 子 機 器 冷 却 装 置
１ １ 　 冷 却 源 （ 冷 却 部 ）
１ ２ 　 ダ ク ト （ 冷 却 部 ）
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１ ４ 　 ヒ ー ト パ イ プ
１ ５ 　 一 方 の 熱 電 素 子 （ 一 方 の 熱 電 部 材 ）
１ ６ 　 他 方 の 熱 電 素 子 （ 他 方 の 熱 電 部 材 ）
１ ９ 　 電 子 機 器 温 度 セ ン サ （ 電 子 機 器 温 度 検 出 手 段 ）
２ ０ 　 冷 却 空 気 温 度 セ ン サ （ 流 体 温 度 検 出 手 段 ）
２ １ 　 冷 却 空 気 流 量 セ ン サ （ 流 体 流 量 検 出 手 段 ）
２ ２ 　 制 御 部

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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